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日本政府主導のもとで 1990 年代から開催されてきた国際会議「アフリカ開発会議」（Tokyo 


























連合」（Coalition for Reforms and Democracy: CORD）である2。CORDは、ケニアの国政選挙を司る
「独立選挙管理・選挙区画定委員会」（Independent Electoral and Boundaries Committee: IEBC）に中
立性がないとして、イサック・ハッサン（Issack Hassan）委員長以下、現コミッショナー9人の交
替を求める運動を、次回国政選挙が翌年に迫った 2016年 5月のタイミングで開始したのである。 
背景にあるのは、野党側を中心に広がる、IEBC への不信感である。最新の世論調査結果でも、
全国平均で 47%が IEBC を信頼できないと回答しており、与党側のジュビリー支持者でも 25%が
現在の選管を信頼せずと回答した。CORD 支持者になると 8 割以上の人々が現在の選管を信頼せ















本部の集計過程については電子化が試みられた。ところが実際には、投票日（3 月 4 日）の 2 日
後になって、IEBCは電子集計システムに不備があったとして、大統領選挙の本部集計を手動に切
り替えた。また、IEBCは、得票率の計算作業でも誤りがあったとし、大統領選挙の各候補の得票
                                                        
1 本稿執筆にあたっては、Daily Nation、East African、Standard、Star等の主要な現地紙および、Independent Electoral 
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3 月 9 日、IEBC はケニヤッタの最終的な得票が投票総数の過半にあたる 50.07%（617 万 3433
票）だったとして、当選を発表した3が、ケニヤッタの得票が半数を上回った「0.07%」は、票数
にしてわずか数千票に過ぎず、落選とされた野党側にとって結果受入れは困難だった。オディン












Nation 19 March 2013］。 
緊張の高まる中、政府側は不満の押さえ込みに終始した。治安問題を担当する「国家安全顧問












するような集計過程での水増しがあったと結論づけた［Commonwealth Secretariat 2013; Long et al. 
2013; Ferree, Gibson and Long 2014］。 
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公に主張してきた政府側は、6 月 8 日についに公式の場で譲歩した。この日、ケニヤッタ大統領
が、IEBC 問題を解決するための新組織として、国会上下院で組織する「合同選抜委員会」（joint 




2016 年 6 月半ば、CORD 側は毎週の抗議行動の中止を決定した。合意成立を受け、与党側と











































の国際的な調査主体による判断を、的外れと断じた［Sunday Nation 22 May 2016］。国政選挙への
信頼が失われつつあるなかでは、国政選挙と異なる異議申し立てや政権奪取の方法が模索される
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